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手作業からの脱却
大幅な業務効率化へ

経理業務のDX化

目標：明細作成、条件表作成の自動化。
目的：経理部門の業務効率化

弊社は光回線の販売代理店業務を主に行っております。
その中で、ほとんどの従業者が正社員ではなく、業務委託
であり、メーカーから定められた品目ごとの条件表をそれ
ぞれ交付して、条件に応じて手数料を支払っている。
かなり本作業の業務負荷が高いため改善をしたい。

背景と目的



商流図（販売・支払いフロー）

弊社



本業務のゴール

①条件表作成の自動化
②明細の作成自動化

弊社から二次請けへの
支払い業務効率化



業務内容
条件設定から支払い業務までをワンストップで行
うために業務内容を把握

作業内容の把握

条件表作成
各社、各個人それぞれに条件表
を作成＆交付

明細作成
経済条件を基に明細の作成

明細交付
二次請けへの明細配布効率化



条件表作成
わかりやすい条件表の作成

明細と紐づく条件表

なにをやればいくらもらえるかが具体的に明確に
なる条件表を作成することで、支払いの認識齟齬
を防ぐことが出来る
条件表の項目と明細の品目をそろえることで、明
細の計算を自動で行う



現状の条件表交付フロー
商材ごとにword、excel、
PDFのひな形に合わせて、
金額を変更し作成をする。

条件を変更後PDF化、
各二次請けに電子サイン

にて交付



経済条件表の課題①

経済条件の項目が細かい



経済条件表の課題②

取り扱い商材が多く、フォーマットも商材単位で異なる



経済条件表の課題③

頻繁に条件が変更が行われる

9月度条件 11月度条件



経済条件表の課題④

二次請け企業ごとに単価設定が違う

A社 B社



経済条件表の課題⑤

合意メールを送るため締結作業のコストが大きい



目標
二次請け企業、個人の明細手数料の管理コストを低減し、認識相違をなくす

条件表の見やすさ向上、配布コスト低減

1.経済条件表のひな形を事前にExcelなどで取り込み（商材ごとに単価の取り込みを行う）
2.ウェブ上に二次請けごとにID,PASSを用意し、交付した条件の開示
3.元の条件表を保持しつつ、変更があった場合の条件表も開示
4.それぞれの二次請け企業に対しての条件表を交付

業務効率化希望内容



明細作成
条件表に紐づいた明細の作成

条件表の単価と明細の金額データを紐づけていき、支払
い明細表を作成する。
条件表に記載されていないイレギュラーな支払い、請求
も起きるため、フレキシブルに対応できるようにしたい



現状の明細表作成フロー

メーカー明細 kintone 二次請け明細

獲得者の情報記載なし
ユニークIDあり

kintoneのアプリに取り込み
顧客データ内のユニークIDと突合

獲得者の振り出し

獲得した二次請けへ振り出し
関数を利用して品目ごとに単価を記載

相殺通知書の作成

弊社からの請求項目を追加
相殺通知書としてexcelを作成



明細作成の課題①

取り扱い商材が多いため、計算工数が多い



経済条件表の課題②

頻繁に条件が変更が行われるため管理コストが大きい

9月度条件 11月度条件



経済条件表の課題③

二次請けごとに単価が違うため間違えるリスクあり

A社 B社



経済条件表の課題④

頻繁に条件以外のキャンペーンなどが発生

通常条件 ボーナス



経済条件表の課題⑤

条件の発生定義がかなり複雑

申込数に紐
づく手数料

申込数に紐
づく手数料

実際の開通数に
紐づく手数料



経済条件表の課題⑥
支払い手数料は基本的に品目名
称で金額を判定するが、イレギ
ュラーで、同一の品目名称でも
金額が異なる場合がある。

品目名称だけでなく、+で別の
フィールドも判断基準にする必

要がある。



目標
外に出して手作業で仕分けしていた明細作業をウェブで自動化することで業務負荷を大幅に低減させる

明細作成をオンライン完結

1.kintone上で振り分けられた明細データを、自動で支払う会社に振り分けれる
2.条件表と紐づいた品目の支払いを自動で計算できるようにする
3.イレギュラーな報酬が発生する際もフレキシブルに対応できるようにする
4.複雑な条件の組み合わせにも対応できるようにする

業務効率化希望内容



明細交付
作成した明細の交付

明細を二次請け企業に交付スピードを高めることで、
信頼を得ることができる。
作成中の明細をタイムリーに閲覧させる、明細書PDFの
ダウンロード、品目一覧のexcel配布が可能になること
で、二次請け企業への負担が軽減できる



現状の明細交付フロー

作成した相殺通知書の表紙をPDF化
明細表の一覧はexcelで保管

kintoneのアプリに取り込み
じぶんページと連携

各社自分ページにて明細の閲覧



明細作成の課題①

PDF作成工数が大きい



明細作成の課題②

アップロードコストが大きい



明細作成の課題②

手作業のため、会社によって反映までのラグが生じる



目標
手作業で掲載していた明細反映作業をウェブで自動化することで業務負荷を大幅に低減させる

明細開示をオンライン完結

1.明細データをリアルタイムで条件表と同じサイト上で見れるようにする
2.PDFとエクセルで双方出力できるようにする
3.オンライン化することで、手作業をなくす

業務効率化希望内容



以上、当社の新しいDX化業務を推進するため
の企画内容となっています。
承認いただけましたら可及的すみやかに
実施に向けての準備に入ります。
当企画書についての不明点は池端まで
お知らせください。
よろしくお願いいたします。

池端　大輔
03-6845-2393
executive@lsbconsult.jp

経理部
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